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の 70％は 40歳未満、37%が 30歳未満という「若い党」であり、「新しい党」であった。1920年代
半ばからの「国民社会主義ドイツ学生同盟」の成功、あるいは諸組織、各種団体の名望家支配に対す
る若い世代の批判は、既成体制に対する反逆であった。また恐慌の激化する中で職のない多くの青年
が突撃隊などの擬似軍事組織に吸収された。こうした歴史的背景を考慮しつつティリッヒのファシズ
ム体制論が展開している。つまり近代化から生じる旧秩序の崩壊からナチスは利益を得たのである。
また反共産主義、反自由主義、反ユダヤ主義はワイマール期の国粋派に共通するイデオロギーで、ナ
チ党独自のものではなく、これがナチスに対する保守・国粋派の親近性を示す要因でもあった（木谷
勤・望田幸男編著『ドイツ近代史』ミネルヴァ書房、1999年、118-120頁参照）。 
(17) ティリッヒは「今日の世界に対してキリスト教のメッセージが説得力や更新力（transforming）を
持つ真のメッセージ足り得るのは、ただそれが今日の我々の歴史的状況の深みから生じている場合の
みである」（Tillich[1945], p.195）と記述し、『世界状況』の末尾で「キリスト教的回答のガイドポス
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ト」という項目を特に設定してこうした世界状況ひいては人間の近代の精神史に対するその立場や役
割を明らかにしている。 
 
（かわぎり・のぶひこ 京都大学大学院文学研究科博士後期課程） 
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